
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

計画に従い、重要度の高い路線から整備を進めている。ただし当初の見込みどおりに進捗していないため、継続して進めていきたい。

林道整備事業（整備延長） 4.8km

森林整備に必要な林内路網整備の促進 民国連携森林整備事業 H29に協定策定。今後路網整備を実施していく。

指標３

2.0km

164.2ha 275ha H31 ○ 中間目標値を達成しており、今後においても継続的に整備を実施していく予定である。

指標２

100人 H31 ×
移住定住の奨励金制度をガイドブック等で町内外にPRしているが、若者やファミリー層など居住流動性の
高い移住者の増加について、伸び悩んでいる。平成29年度から保育料や給食費の無料化、修学旅行費の補
助など子育て支援策の拡充を実施しているが、中間目標値の達成に至らなかったと考えている。

指標３ 搬出間伐面積の増加 55ha H25 165ha H29

揖斐川町政策広報課のホームページに公表。

⑥計画全体の総合評価
本地域再生計画では、道整備交付金を活用し、町道と林道の効率的な整備を実施することによって、林業振興・町内外のアクセス向上を図っている。
整備や保全などに関しては、計画に従い進めており、将来的にアクセス向上による入込観光客数や移住人口の増加にもつながっていくのではないかと考えている。

指標２ 年間移住人口の増加 80人 H25 90人 H29 42人

交流人口の増加促進施策の推進
人口減少が著しい中、現状の取り組みのみでは集客率アップが厳しい。まちづくりを目指す住民団体の実施事業に対する補助事業を推進することによって集客を図っ
ていく。

地域間交流のための広域的道路整備の
促進

国道417号の整備推進 岐阜県と福井県を結ぶ国道４１７号を整備しており、北の玄関口としての機能を目指している。

⑦今後の方針等
山間部において林業振興は地域活性化につながる重要な政策の一つである。町内外で消費拡大を促進するためにも都市部とのアクセス向上は必要であり、今後も継続的に基盤整備を実施していくことが重要であると考えている。一方
で今後は森林やジビエなど地域資源を活用した事業を更に拡充することで、入込観光客数や移住人口の増加を図っていきたいと考えている。

④評価方法 揖斐川町計画審議会における評価

⑤中間評価の公表方法

4.8km

計画外で独自に実施した
事業

間伐等の森林保全・整備の推進 皆伐再造林事業 H28～H29に箇所を選定して実施。今後も候補地選定のうえ、同事業を進めていく。

各種イベントの充実促進

林道保全対策事業（点検診断） 22路線63橋 6路線21橋 22路線63橋 計画に従い、順調に整備を進めており、今後も継続して進めていきたい。

その他の事業

整備量（その他の事業では取組内容）

事業の進捗状況に関する評価
計画

中間年度
（H29）

最終実績
見込み

特別措置を適用して行う
事業

町道整備事業（整備延長） 14.5km 2.2km 14.5km

計画どおり整備を進めているが、残土搬出場所に苦慮しており、当初の見込みどおりに進捗していない。今後も継続して進めていきたい。

③事業の進捗状況 事業名

指標４

H31 ○ 中間目標値を達成しており、今後においても継続的に整備を実施していく予定である。

②地域再生計画に記載した
数値目標以外の波及効果の
実現状況

指標１

×
少子高齢化の影響により、例年開催している祭りなどの規模が年々縮小傾向にある中、町や他団体主催の
森林やジビエなど地域資源を活用した新たな取組やイベントについて、SNS等で町内外にPRしているが、
中間目標値の達成に至らなかったと考えている。

指標４
生活インフラとして重要な林道の
安全性確保の推進（点検診断の実
施率）

0% H25 30% H29 33.3% 100%

中間目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度

指標１ 年間入込観光客数の増加 194万人 H25 202万人

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

指標
基準値 中間目標値 最終目標値

中間評価

H29 167万人 210万人 H31

地域再生計画（道整備交付金）中間評価調書

岐阜県 岐阜県、揖斐川町 ずっと住みたい「いびがわ」のまちづくり計画

平成27年度～平成31年度 揖斐川町企画部長　衣斐　良治


